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岡山理科大学 ･理 藤井 智樹
低速多価イオン町CI)の固体との相互作用の研究は･粒子と固体との相互作用の分野で理臥
実験ともに近年最も盛んに行われている分野の一つである｡多価イオンが固体表面に近づくと
き･表面から移行してきて描獲された電子は高い励起状態にある｡この時の電荷移行の起こる
臨界距離や､入射イオンに捕獲された電子のエネルギー準位臥 Cla88icaloverbamierモデル
により記述される｡そうして捕獲された多くの電子が高い励起状態を占める一方､実質的に内
殻が空になっている "中空原子･,と呼ばれている状態を形成する｡そして外殻電子はオージェ
効果により内殻-と詰まっていく｡また入射粒子が固体に進入する際に､ピー リングオプ過程
と呼ばれる高い励起状態にある外殻電子の一部が剥ぎ取られる過程がある｡このようにして､
オージェ電離による電子の放出などを繰り返しながら基底状態-と緩和が進んでいく｡
入射粒子とその鏡像電荷との相互作用は､中性原子の基底状態への緩和が終わるまでの間働
く｡これまでは･鏡像エネルギー (鏡像電荷による加速によって得られた入射粒子のエネルギ
ー)は内殻からのオージェ電子やⅩ線の収量によって評価されていたが､最近では表面散乱を
利用した実験がH･Winter等のグル- によって行われた｡Ⅹe叶イオン(q=1-33)を3.7qkeVの
入射エネルギーで､Al(111)面に入射角中山=1･61｡ですれすれ入射し､鏡像力によって曲げられ
表面から出てくる散乱角の測定を行い､散乱角と入射角の差から鏡像エネルギーを求めている｡
本研究では､時間発展的結晶系コード- COCTを用いて､標的固体が金属用に開発し､多
価イオンと金属固体との相互作用､特に鏡像エネルギーの計算値と実験値との比較検討を行った｡
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